
 

 

 

河河道道内内のの植植生生消消長長予予測測モモデデルルのの研研究究  

株株式式会会社社  建建設設技技術術研研究究所所  関関根根  秀秀明明  
  

埼埼  玉玉  大大  学学              浅浅枝枝        隆隆  

 

研研究究のの目目的的  

• バイオマスを用いた木本類の生長と
流出機構の平面二次元河床変動計

算モデルへの組み込み 

• 荒川中流部を対象に、モデルの検
証と予測を実施 

• 計画的な樹木管理の必要性の確認 

••  ババイイオオママススをを用用いいたた木木本本類類のの生生長長とと
流流出出機機構構のの平平面面二二次次元元河河床床変変動動計計

算算モモデデルルへへのの組組みみ込込みみ  

••  荒荒川川中中流流部部をを対対象象にに、、モモデデルルのの検検
証証とと予予測測をを実実施施  

••  計計画画的的なな樹樹木木管管理理のの必必要要性性のの確確認認  



 

発発表表のの流流れれ 

  対対象象ととすするる中中州州とと植植生生のの繁繁茂茂状状況況のの概概要要  
  

  平平成成1199年年台台風風99号号出出水水のの概概要要  
  

  木木本本類類ののババイイオオママススにによよるる生生長長をを考考慮慮ししたた平平

面面二二次次元元河河床床変変動動計計算算モモデデルルのの構構築築  
  

  河河道道攪攪乱乱がが生生じじななかかっったた場場合合のの55年年後後、、1100年年

後後のの中中期期的的なな河河道道内内樹樹木木群群のの挙挙動動のの予予測測  

 
平平成成1199年年99月月洪洪水水のの概概要要（（植植生生のの流流出出状状況況））  
・・合合計計44229955本本中中約約半半数数のの木木本本類類がが流流出出  

・・洪洪水水後後のの約約11年年間間でで再再繁繁茂茂  

CCoouunntt  ooff  WWooooddyy  PPllaannttss  OOvveerrvviieeww  ooff  ggrrooww  tthhiicckk  aabboouutt  WWooooddyy  PPllaanntt      
           bbeeffoorree  aanndd  aafftteerr  fflloooodd  aatt SSeepptt..22000077..  

平成20年12月Dec.2008 

平成19年9月洪水 ●willows 

●Robinia pseudoacacia

●Albizia julibrissin 

●Other 

Jul.2007 

Flood at Sept.2007 



 

ババイイオオママススをを用用いいたた植植生生消消長長モモデデルルのの概概要要  

①①物物理理環環境境予予測測モモデデルル、、②②植植生生生生長長モモデデルル、、③③植植生生流流出出モモデデルル  にによよりり構構成成  

植植生生消消長長モモデデルルのの計計算算フフロローー  

 計算開始 

初期条件の設定

洪水中か？

③植生流出モデル

②植生生長モデル 

計算終了時刻

①物理環境予測モデル

①水理量の計算 
②河床変動の計算 

ttt ∆+=ttt ∆+=

Yes 

No 

Yes 

No 

計算終了 

①遷移（裸地→草本類→木本類、裸地→木本類）の計算 
②生長（木本類の樹齢→樹木の諸元）の計算 

・草本類の流出（u＊による判定） 
・木本類の倒伏（モーメントによる判定） 
・木本類の流出（側岸侵食、洗掘による判定） 

↓ 
粗度係数の更新 

一般座標系平面二次元不定流計算 

・混合粒径を考慮 

 ババイイオオママススをを用用いいたた植植生生消消長長モモデデルルのの概概要要  

【【モモデデルルのの基基本本構構成成（（植植生生消消長長））】】  
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ババイイオオママススをを用用いいたた植植生生消消長長モモデデルルのの概概要要  

植植生生生生長長モモデデルル（（木木本本類類のの生生長長）） 
・・年年間間生生長長量量をを次次式式にに示示すすババイイオオママススにによよりりモモデデルル化化  

バイオマスと樹高・胸高直径等のアロメトリを作成し、

バイオマスを算定すれば樹木諸元に変換可能 

BT  ：総バイオマス Bn ：器官毎のバイオマス 
Ph(i) ：高さ方向に分割した層iの総生産量 n  ：器官（幹、葉、枝、根）  
βn   ：最大呼吸量 age：樹齢 
θ   ：代謝量に対する温度の影響を表す係数 γn ：最大枯死量 

C     ：係数 T  ：日気温 
T0    ：20℃ 
KRage：呼吸に対する老化の影響に対する半飽和係数  

KDage：枯死に対する老化の影響に対する半飽和係数  

 ババイイオオママススをを用用いいたた植植生生消消長長モモデデルルのの概概要要  

植植生生流流出出モモデデルル（（木木本本類類のの倒倒伏伏）） 

流流れれがが樹樹木木にに作作用用すするる流流水水モモーーメメンントトMM＞＞倒倒伏伏限限界界モモーーメメンントトMMｃｃにによよりり判判定定  

 ：平均流速（m/s） 

 ：抗力の作用面積（m2） 

 ：破壊の中心から抗力中心までの長さ（m） 

 ：外力モーメント（kg ・m）  

 ：水の密度 

 ：抗力係数  

u

S

L

M

ρ

ρC

 ：倒伏限界モーメント（kg ・m ）  

 ：樹木の胸高直径 

  （地盤から1.2m の高さの幹の直径）（cm ）  

 ：定数=2.5 

  （全国の河道内の樹木の引倒し試験結果  ） 
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③③植生流出モデル植生流出モデル（木本類の流出）（木本類の流出）
洗掘深に応じて木本類の流出率を設定洗掘深に応じて木本類の流出率を設定

バイオマスを用いた植生消長モデルの概要バイオマスを用いた植生消長モデルの概要

Relations Relations bitweenbitween the scour depth to live plantsthe scour depth to live plants（（nearly flood at Sept.2007)nearly flood at Sept.2007)
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     モモデデルルのの検検証証  －－平平成成1199年年99月月洪洪水水のの検検証証－－

aaeerriiaall  pphhoottooggrraapphh  【【vveerriiffiiccaattiioonnss  ffoorr  vveeggeettaattiioonnss  】】  
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         モモデデルルのの検検証証  －－中中期期間間のの検検証証－－  

 

 樹樹林林化化のの予予測測  
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 結結論論  

  流流水水モモーーメメンントトにによよりり倒倒伏伏しし、、河河床床高高のの変変化化にに応応じじてて木木本本類類がが流流出出
すするる機機構構をを平平面面二二次次元元河河床床変変動動計計算算モモデデルルにに組組みみ込込むむここととにによよりり、、

木木本本類類とと草草本本類類のの流流出出のの予予測測をを可可能能ととししたた  

  

  木木本本類類のの生生長長量量ををババイイオオママスス量量ととししてて予予測測すするるモモデデルルをを平平面面二二次次
元元河河床床変変動動計計算算モモデデルルにに組組みみ込込みみ、、木木本本類類のの遷遷移移可可能能性性やや樹樹高高のの予予

測測をを可可能能ととししたた。。ここののモモデデルルををももちちいいれればば、、気気候候変変動動でで気気温温がが上上昇昇

ししたたここととにによよるる木木本本類類のの生生長長のの違違いいもも予予測測すするるここととがが可可能能ででああるる  

  

  大大規規模模洪洪水水がが生生起起ししなないい場場合合、、木木本本類類のの領領域域がが急急速速にに拡拡大大しし、、平平成成
1199 年年 99 月月洪洪水水ののよよううなな大大規規模模洪洪水水がが発発生生ししててももかかななりりのの木木本本類類がが

残残るるたためめ、、早早期期のの樹樹木木管管理理がが必必要要ででああるるここととをを示示ししたた  


